
８／２８（水）の行事 【道庁プレスリリース】

報道発表資料の配付日時 ８月２２日（木）１０時００分

発 表 項 目 第１６回北海道自動車安全技術検討会議の開催について
（ 行 事 名 ）

概 要 ○ 本検討会議は、本道のポテンシャルを活かして、交通事故抑止や高齢者
等の移動支援、物流機能の維持などの社会課題解決に貢献するとともに、
研究開発面から本道への自動車産業の一層の集積を促進するため、産学官
の連携のもと、自動運転に関する実証試験の円滑化や研究開発の促進に資
する情報提供などを目的として、平成２８年６月に設置しました。

○ 今回は、デジタル庁におけるモビリティ分野の取組、自動運転の審査手
続の透明性・公平性を確保するための取組について最新の情勢を、また、
北見工業大学における車両位置推定と車両誘導についての研究内容を御紹
介いただきます。

１ 日時 令和６年８月２８日（水）１４：００～１６：００
２ 場所 TKP札幌ビジネスセンター赤れんが前 ５階「ホール５Ｃ」

札幌市中央区北４条西６丁目１ 毎日札幌会館
及びオンライン開催（Ｚｏｏｍミーティング）

３ 参集範囲
北海道警察本部、北海道開発局、NEXCO東日本、北海道運輸局、北海道

経済産業局、北海道総合通信局、研究機関、関係市町村、自動運転に関心
のある企業等

４ 内容
(1)講演
①デジタル庁におけるモビリティ分野の取り組みについて
デジタル庁
国民向けサービスグループ 主査 宇佐見 潤 氏

②自動運転の審査手続の透明性・公平性を確保するための取り組みについ
て
国土交通省 北海道運輸局
自動車技術安全部 技術課 専門官 横塚 正史 氏

③４アンテナＲＦＩＤシステムを用いた全天候型車両位置推定および車両
誘導について
国立大学法人北海道国立大学機構北見工業大学
工学部情報通信系 准教授 川村 武 氏

(2)事務局からの活動状況報告

参 考

報 道 ( 取 材 ) ・道内における自動運転の社会実装に向けた取組を促進するため、当日の積
に 当 た っ て 極的な取材につきまして、御協力をお願いいたします。
の お 願 い ・当日の取材を御希望の方は、８月２７日（火）１５時までに以下担当まで

御連絡ください。

他 の ク ラ ブ 同 時 配 付 (場所)
と の 関 係 同 時 レ ク

担 当 （北海道自動車安全技術検討会議 事務局）
（ 連 絡 先 ） 経済部産業振興局産業振興課成長産業係（担当者：日野）

ＴＥＬ ダイヤルイン ０１１－２０６－６７５６（内線２６－８１３）
公用スマホ ０１１－５８５－６１０４（内線４４６７１）



 

第１６回 北海道自動車安全技術検討会議 次第（案） 

 

日時：令和６年８月２８日（水）１４：００～１６：００ 

場所：ＴＫＰ札幌ビジネスセンター赤れんが前 

５階「ホール５Ｃ」 

北海道札幌市中央区北４条西６丁目１ 毎日札幌会館 

及びオンライン開催（Ｚｏｏｍミーティング） 

 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶  北海道経済部長 水口 伸生 

 

３ 議 事 

 

 （１）講演 

①デジタル庁におけるモビリティ分野の取り組みについて （40分、質疑込み） 

    デジタル庁 国民向けサービスグループ 主査 宇佐見 潤 様 

 

  ②自動運転の審査手続の透明性・公平性を確保するための取り組みについて（30 分、質疑込み） 

    国土交通省 北海道運輸局 自動車技術安全部 技術課 専門官 横塚 正史 様 

 

  ③４アンテナＲＦＩＤシステムを用いた全天候型車両位置推定および車両誘導について 

（30分、質疑込み） 

    国立大学法人北海道国立大学機構北見工業大学 工学部 情報通信系 准教授 川村 武 様 

 

（２）情報提供 

 

事務局からの活動状況報告 （10分、質疑込み） 

北海道経済部産業振興局産業振興課 課長補佐 日野 香里 

 

４ 閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考０１ 



- 1/2 -

（参考２）

北海道自動車安全技術検討会議の概要について

１ 目的

・本道のポテンシャルを活かして、交通安全や高齢者の移動支援といった社会課

題の解決に貢献するとともに、研究開発面から本道への自動車産業の一層の集

積を促進するため、産学官の連携のもと、自動運転に関する実証試験の円滑化

や研究開発の促進などに資する環境整備や情報提供を行う。

【本道のポテンシャル】

・全国最多、全完成車メーカーをはじめ、部品メーカーなど２８のテストコ

ースが集積。

・広大な土地や寒冷な気候を活かし、多様な実証試験モードの提供が可能。

・理系大学をはじめとした研究機関やIT企業などが集積。

・自動運転を取り巻く社会課題に関する多くの実証テーマが存在

→交通事故抑止、移動手段の確保（高齢者・観光客等）、冬道対策など

２ 取組内容

①北海道自動車安全技術検討会議（実会議）の開催（年２回程度）

②自動運転の実証試験に関するワンストップ相談窓口の運営

●実証試験適地検討のための支援ツール（公道・公道外データベース、適地集

等）の提供

●実証試験の実施や社会実装を目指す企業等と地域での実施や導入を希望する

市町村等の紹介・マッチング

●警察庁「自動走行システムに関する公道実証実験のためのガイドライン」（H

28.5）に基づく関係機関（道警本部、道路管理者、北海道運輸局）への事前

連絡をワンストップで受付

●実証試験の実施に伴う関係機関との協議（道路使用許可、保安基準緩和申請

等）に係る支援 など

※上記②については全国初の試み。
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３ 参画機関

①警察：北海道警察

②道路管理者関係：北海道開発局、NEXCO東日本、北海道建設部

③保安基準関係：北海道運輸局

④産業支援関係：北海道経済産業局、北海道総合通信局、北海道経済部

⑤研究開発関係：北海道大学、北見工業大学、はこだて未来大学、

旭川工業高等専門学校、（国研）土木研究所寒地土木研究所

⑥市町村

⑦関係団体等：北海道経済連合会、（株）苫東 等

※事務局：北海道経済部産業振興課

４ 実会議の開催実績 ※通常年２回開催

第01回：H28.06.09 第11回：R04.02.15

第02回：H29.02.28 第12回：R04.08.10

第03回：H29.09.08 第13回：R05.02.10

第04回：H30.03.23 第14回：R05.08.08

第05回：H30.08.27 第15回：R06.02.14

第06回：H31.03.15

第07回：R01.08.22

第08回：R02.08.03

第09回：R03.02.18

第10回：R03.08.27

企業等

北海道自動車安全技術検討会議事務局（北海道経済部産業振興課）

①警察：北海道警察
②道路管理者関係：国土交通省北海道開発局、NEXCO東日本、北海道建設部
③保安基準関係：国土交通省北海道運輸局
④産業支援関係：北海道経済産業局、北海道総合通信局、北海道経済部
⑤研究開発関係：北海道大学、北見工業大学、はこだて未来大学、

旭川工業高等専門学校、（国研）土木研究所寒地土木研究所
⑥市町村
⑦関係団体等：北海道経済連合会、(株)苫東 等

北海道自動車安全技術検討会議

連絡 回答

■ ワンストップ相談窓口

■ 参画機関 連絡・調整・協議


